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88 7 [Kutzelnigg, 1991] 
[Kutzelnigg, 1991; Klopper et al., 

2006] 

95 6 

これを「制限つき」探索法とよぶの

は，外場ポテンシャル以外の演算子

の期待値のみに制限しているからで

ある。 

これを「制限つき」探索法とよぶの

は，特定の電子密度ρを与える波動

関数Ψに制限しているからである。 
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169 15 スピン軌道相互作用 スピン・軌道相互作用 

195 4 ブリュアン定理 3.4 節参照） ブリュアン定理（3.4 節参照） 

204 20 
交換・相関ポテンシャルにも自己相

互作用誤差が含まれると， 

交換・相関ポテンシャルに自己相互

作用誤差が含まれると， 

212 3 

逆に，密度勾配が電子密度に比べて

十分に大きい極限では，運動エネル

ギーと相関エネルギーは次のように

ふるまう [Dreizler and Gross, 

1990]。 

逆に，密度勾配が電子密度に比べて

十分に大きい極限（高密度勾配・低

電子密度極限）では，運動エネルギ

ーと相関エネルギーは次のようにふ

るまう [Dreizler and Gross, 1990; 

Ma and Brueckner, 1968]。 
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